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                      穴吹不動産流通株式会社 松山店 

大東建託株式会社は四国（徳島県・香川県・愛媛県・高知県）の居住者を対象に、 

居住満足度調査を行いました。「住みここちランキング」1位は前年 4 位の「愛媛県

松山市」、2 位は前年 1位の「徳島県名西郡石井町」、3 位は前年 2 位の「香川県綾

歌郡宇多津町」と、上位の中で入れ替わりが見られました。 

住みここちランキング 1位は「愛媛県松山市」 

 1 位となった「愛媛県松山市」は、県庁所在地で、人口は約 50万人と四国地方で最

大の人口を擁している。松山城を中心に発展してきた旧城下町で、日本最古の道後温

泉があることで知られる。自治体担当者は「田舎のおだやかさもあれば、都会の便利

さもある。文化や歴史の楽しみもあれば、海や島の楽しみもある。あったかい温泉も

あれば、あったかい人間味もある。松山は何かひとつだけがすごいのではなく、いろ

んな良さが絶妙に、程よく混ざりあう街」だと指摘する。市民からは「市内で一番の

文教地区で若者が多く活気がありつつ昔からの静かな住宅街もあり病院も多い。また

全国的に有名な温泉もあり賑わっている。緑も多くウォーキングや散策が楽しい」

「デパートやショッピングモール、スーパーもたくさんあり買い物には便利。公共交

通機関が今一つだが、自家用車があれば不便はない。空港も市内から車で 20 分程度

のところにあり非常に便利」といった声が寄せられた。  

2022年の「住みたい街ランキング」は？ 

 22 年の「住みたい街ランキング」は、昨年は四国の自治体のみを対象として集計

し、今年は全国の自治体を対象とした。上位は変動なく、1位は 3年連続で「愛媛県

松山市」、2 位は今回新たにランクインした「東京 23 区」、3 位は「香川県高松市」

だった。一方で「住みたい街が特にない」（55.1％）、「今住んでいる街に住み続け

たい」（20.5％）と、回答者の約 7 割が今住んでいる街を評価していることも分かっ

た。今回の調査は、19～22 年に四国（徳島県・香川県・愛媛県・高知県）居住の 20

歳以上の男女を対象にインターネットで実施した。住みここちランキングの回答者数

は 1 万 6291人。また、住みたい街ランキングは 22 年調査における 5531 人の回答

を集計しました。松山市が街の住みここちランキングと住みたい街ランキングの両方

で 1 位に選ばれました。このランクインをきっかけに、松山市での暮らしが気になっ

た方はお気軽に穴吹不動産流通松山店ご相談ください☆ 
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